
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３.２．27発行 

202２ - NO．５ 

一年間のまとめの時期となりました。この一年での取り組みや学んだこと、やり残した

ことはないかなど振り返りながら、新年度に向けて準備をしていきたいですね。 

世界では、昨年以上に悲しい出来事に包まれています。トルコ・シリアで起きた大地震

によって、多くの方が犠牲になってしまいました。一日も早く悲しみが癒え、安心した生

活に戻れることをお祈りいたします。また、今私たちにできることを考えましょう。 

 

5つのワールドセンターは 2022年から順次、活動が再開されています。その中で、アワカバニャについ

ては、再開だけでなく存続についても検討されていましたが、世界連盟が管理して再開することを決定しまし

た。運営方法については今後検討されるため、再開の時期などは未定です。 

ワールドセンターについては、それぞれの歴史から現在の施設の写真まで、世界連盟のウェブサイトにさま

ざまな情報が掲載されています。世界に目を向ける機会として、世界のガールスカウトの家であるワールドセ

ンターについて知るために、ウェブサイトもご活用ください。  

・ワールドセンターのページ：https://worldcentres.wagggs.org/ 

 （英語） 

 

★日本連盟より★ 

【ワールドセンターの状況について】 

「Walk in Her Shoes 2023」は、国際NGO「CARE」による水×ジェンダーの課題解決と啓発に関す

るグローバル・キャンペーンです。このキャンペーンは、毎年3月8日の国際女性デーから約3カ月間実施

されており、途上国で毎日水汲みのために歩かなければならない「彼女たちの身になって歩く」シンプルで健

康的な国際協力をおこなっています。 

ジュニア・アンバサダーとして参加し、取り組むシニア・レンジャースカウトを全国で募集し、今回は55

人（19都府県連盟より応募）が決定しました。この取り組みを生かしてCAC100アワードの応募へつなが

ることも多くあります。シニア・レンジャー部門のみなさん、次回はジュニア・アンバサダーとなり、世界と

のつながりを感じ、活動をさらに発展させられる一人として取り組んでみませんか？ 

 

 

【歩く国際協力「Walk in Her Shoes 2023」 ジュニア・アンバサダーについて】 

 

Chip Campとは、米国の半導体メーカー大手マイクロンテクノロジー社のマイクロン財団が、アメリカで

開催している、半導体とエンジニアリングの仕事に関する実践的なSTEM教育プログラムを行うデイキャン

プです。 

＊STEM教育とは、科学(Science)・技術(Technology)・工学(Engineering)・数学(Mathematics)それ

ぞれの頭文字を取り、4 つの教育分野を総称した言葉です。単に「科学技術」や「IT 技術」に秀でた人材を

生み出すことだけが目的ではなく、新たな時代に必要とされる『自発性・創造性・判断力・問題解決力』を養

う。それがSTEM教育の本質的なねらいです。 

ガールスカウト日本連盟では、マイクロン財団とともに少女たちにSTEM教育を提供し、今回初めて宿泊

型で開催いたします。このプログラムは、シニア部門の少女を対象に継続的に全国各地で提供を予定し、

2023 年度内に他地区でも開催予定です。今回開催の広島会場から近隣の方等を鑑み調整の結果、11 人の

スタッフが決定しました。今後北海道(または近隣)で実施の場合は、スカウトとして、またスタッフとしてぜ

ひご応募ください。 

 

【Chip Campについて】 

 

https://worldcentres.wagggs.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 52 ページ  最終アクティビティ「世界を歩こう」の説明、左側の最後の文章が途中で切れていました

が、正しくは以下となります。 

正：自分自身、友人、家族、周りの人たちに働きかけて、自分が歩いた歩数に応じて寄付をしてもらい、

2023年のワールドシンキングデイファンドとして寄付することもできるでしょう。 

② 53ページ  WAGGGSのオンラインプラットフォーム「キャンプファイアー」のリンク表記に誤りが

ありました。正しいリンクはこちらになります。なお、共に掲載のQRコードは、そのまま活用していた

だけます。 

 正：https://campfire.wagggs.org/worldthinkingday 

 

 

【『2023年ワールドシンキングデイ活動パック』の訂正箇所】 

日本連盟ホームページ『会員向け情報』のページにも、訂正のご案内を掲載しております。 

 https://www.girlscout.or.jp/members/activity/international/wtd/#teise 

 

 

★北海道連盟より★ 

 ２月５日(日)に、団の運営に関わる会員(団委員長やリーダー)のみなさんがオンラインによって集まり、今

年度の事業報告や事例発表、各団の活動の様子など、情報を共有しました。 

イギリスへ短期留学された第 17 団の池田直さんからは、ワールドセンター「パックスロッジ」やイギリ

ス連盟のガイドとの交流の報告。池田さんの行動力とどんなことも楽しめる精神、生き生きとした表情での

魅力溢れる報告からは多くの学びがあり、全てのスカウトに聞いてもらいたい内容でした。きっと、『国際交

流』への興味・関心が高まると思います。 

西寿美代トレイナーより、『サツドラユニリーバ FBMのワークショップ』の報告。今まさに必要とされる

『自己肯定感を高める』ことの大切さを学び、指導者としてもっと深く学んで取り組みたいという声が聞か

れました。『自分の長所』を自信を持って答えられるスカウトでいっぱいにしたいですね！ 

また、一度に 16 名もの新しい仲間が増えた、第 6 団の興味深い活動内容を伊澤一代リーダーよりお聞か

せいただき、『３週連続の体験会』というアイディアの驚きと、『スカウトの自主性を大切に』を改めて考えさ

せられ、自分の団でも力を入れていきたいという感想が多く、これからの活動のヒントになるお話でした。 

ブレイクアウトルームで交わされたお話を通しても、各団や北海道連盟としての課題と目標を見つけるこ

とのできた、とても貴重な時間となりました！ 

 

☆組織・運営委員会より☆ 

【団委員長研修会の報告】 

☆会員委員会より☆ 

毎年の登録作業にご協力いただき、ありがとうございます。 

日本連盟の登録データ化に伴い、北海道連盟も2023年度は

データ化の準備期間として、今までの手書きでの提出、データ

での提出両方をお願いしております。登録説明会にご出席いた

だき、またご理解をいただき感謝いたします。ご担当者の皆様

には大変お手数をお掛けいたしますが、ご協力のほど、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

提出締切：◇保険登録     ３月１４日（火）  

     ◇新年度登録受付  ４月１３日（木） 

登録作業の際にご不明なことがありましたら、説明会の動画

視聴、Googleフォームでのご質問も受け付けておりますので、

どうぞご利用ください。（２月１１日付団発信文書にURL掲載） 

【2023年度の登録作業について】 

 今年度 B-P アワードを受賞された第 20 団 小淵美海さんのガールスカウト活動への想いなどを綴ったエ

ッセイが、日本連盟ブログ、Instagram、北海道連盟 Facebookで紹介されています。ぜひご覧ください‼ 

  日本連盟ブログ：https://www.girlscout.or.jp/blog/iamgirlscouts/35003/ 

 

【エッセイ ～やっぱり私はガールスカウトが好き～】 

 バッジ申請のご準備はいかがですか？

申請が遅くなりますと、日本連盟の需品

部が混み合い、進級式に間に合わなくな

る可能性がありますので、バッジ申請書

はお早めに事務局へご提出ください。 

【バッジ申請について】 

 新年度に向け、理事が一丸となり事業計

画を進めております。2023 年度北海道

連盟第１２回定時総会は、５月21日（日）

に開催されます。 

みなさんとリアルでお会いできる日を

心より楽しみにしております！ 

【2023年度に向けて】 

https://campfire.wagggs.org/worldthinkingday
https://www.girlscout.or.jp/members/activity/international/wtd/#teise
https://www.girlscout.or.jp/blog/iamgirlscouts/35003/


 

 

 

 

 

 

 

① 元気バロメータ

ーチェック 

そのときの体調（元気）を5本指の本数で表します。 

② ボール投げた 自己紹介を兼ねて全員に当たるよう以下の行動を行い、輪を深めました。 

自己紹介後、ボールを投げる仕草と一緒に「A ちゃんにボールを投げた」。ボー

ルを受け取る仕草と一緒に「Bちゃんからボールをもらった」と言い、自己紹介。  

③ おちたおちた 

 

 

アレンジ) 

たべたたべた 

⇩ 

ジェスチャーは

お題に合った食

べ方をする 

歌に合わせて手を叩きながら、(A)「落ーちた落ちた」→(Aさん以外)「なーにが

落ちた？」→(A)落ちたものの名称を答える→(A さん以外、またはA さんも)落

ちたものを助ける、または落ちたものから守るジェスチャーをして遊びます。 

＊オンラインの場合は、Aさんが「落ーちた落ちた、なーにが落ちた」を全部言

う、または「なーにが落ちた？」を言う役を決めておきます。 

例) 

【落ちたもの】        【助ける・守るジェスチャー】 

   リンゴ   ⇒  胸の前で両手でリンゴをキャッチするジェスチャー 

   げんこつ  ⇒  頭をおさえる 

   カミナリ  ⇒  両手でおへそを隠す   

落ちたものの名称を言うAさんが、わざと違うジェスチャーをする (「カミナ 

リ！」と言ったのに、Aさん自身は頭をおさえるなど)と、つられてみんなも間 

違うこともあり、おすすめです！スピードをあげていくとより楽しめますよ。 

④ サイレント 

しりとり 

タイトルのとおり、無音でしりとりをします。 

口の形やジェスチャーを使って行いました。 

サイレントだからこそ、答え合わせが楽しみになります！ 

⑤ 借り物競走 家の中にありそうなものをお題にし、借り物競走をしました。 

一番早く戻って来た人が１位！や、面白いものを持ってきた人が優勝！など、順

位決めはご自由に☆ 順位がなくても、持ってきたもののトークで楽しめます。 

⑥ 以心伝心ゲーム 『赤いもの』や『丸いもの』などテーマを提示し、紙に書いた答えを見せ合い、

以心伝心ができたかを確認します。 

共通のものを答えられたときには、スカウト同士の仲がとても深まりました。 

年代に合わせたテーマを提示すると、より盛り上がりますね！   

 

 

 

 ≪ 202２年度 登録人数 ≫                                    （202３年１月３１日現在） 

ﾃﾝﾀﾞｰﾌｯﾄ ７ ブラウニー ６１ ジ ュ ニ ア ７２ シ ニ ア ５１ レンジャー ３１ 

 少女会員合計 ２２２ 

リ ー ダー ７２ 運 営 員  ８５ ＳＣＡＰＰ ８５  成人会員合計 ２４２ 

 合   計 ４６４ 

※２０２1年度末 登録人数 ･･･506名 

 

 ◆北海道連盟の事務局開設曜日 ･･････ 毎週 月・水・金（1１：00～1５：00） 
◆北海道連盟への連絡 ･･･ TEL：011-221-4811 ／ FAX：011-221-4815 

                メールアドレス ･･･ gshc@rainbow.ne.jp 

☆教育活動委員会より☆ 

【シニア・レンジャー交流会/ジュニア交流会で実施した遊びの紹介】 

 オンライン交流（画面越し）でも、スカウト同士が楽しくつながりを持てる遊びがたくさん 

あります。もちろん対面でもできますので、各団ならではのアレンジをして、ぜひお楽しみください！ 

 


